
議 事 録 

会 議 名 平成 29年度第 3回 介護・医療連携推進会議 

開 催 日 平成 29年 10月 18日（水） 

開 催 時 間 13時 30分から 14時 30分まで 

開 催 場 所 マナビータ・プラザ 1階  応接室 

出 席 者 □ 仁木範子（市立西脇病院地域医療室） 

□ 高瀬和子（西脇市民生委員・児童委員協議会）

 大西美樹（介護支援専門委員）

□ 藤原あかり（西脇市長寿介護課 課長補佐）

 鈴木美和（西脇市社会福祉協議会 訪問看護ステーション）

 布垣孝美（あさひ居宅・アセスメント担当看護師）   

 岡原ひろみ（ヘルパーステーションあさひ、あさひサポートセンター統括主任）     

 藤田章乃（あさひサポートセンター管理者兼計画作成責任者）

□ 織田佳希（福祉事業部統括次長）

※敬称略

司 会 岡原ひろみ  

書 記 藤田章乃  

議 題 1. 開会のあいさつ（岡原主任） 

2. 出席者自己紹介 （省略） 

3. ９月末日時点のサービス実施状況報告（別紙資料） 

・利用者、サービスの提供状況、事例等 

4. 前回の当該会議の議題：連携する訪問看護事業所の普及についての報告 

➢ H29.8.1よりめぐみ訪問看護ステーション様と連携 

H.29.11.1よりオリーブ小野訪問看護ステーション様と連携 

今後、アンジュ訪問看護ステーション様にも連携について打診していく予定 

5. 薬の管理について 

➢ ヘルパーは薬の管理や預かることはできない。訪問看護師が、管理・指示のもと配薬のみ、服

薬の用意・促し・確認、又は服薬介助が必要であるのか手順も必要。訪問看護師が介入のない

利用者様は家族様の管理となる。 

➢ お薬に関しては、名前・内容・副作用等の詳細について、職員同士の共有が必要 

重複・誤薬・飲み忘れ等、ひやり・はっと、介護事故があってはならない。 

➢ 薬が飲めない原因を知る。薬の数が多すぎるのか？回数なのか？出し方なのか？ 

  原因がわかれば、医師に相談し処方を変更してもらうことも可能。最少減にしてもらう。 

かかりつけ薬局の薬剤師に居宅療養管理指導を導入してもらうのもあり。（経済的に困難なこ

とがある）交流会等に事例を出すことで、他職種との連携に繋がるのではないか。 

6. 今後の当該会議の議題内容についてのご意見 

➢ ①当該サービスは、どのようなケースで利用者の関わりの傾向があるのか（市・地域） 

② どのような内容の依頼があるのか 

③ 生活の支えとなっているのは・・（内容・時間・回数）等の状況が知りたい。（次回の会議

にて報告） 

7. 今後の会議開催予定   ・平成 30年 1月 17日（水） 13:30～予定 

                          あさひサポートセンター 


